
‭HARIO株式会社‬
‭2025年7月31日‬

‭V60 Brewers Cup 2025 World　ルール‬

‭１．競技形式‬
‭1グループ3名×4ラウンドの計12名で予選ラウンドを行います。‬
‭欠員が出た場合は、当初予定していたグループのまま競技を行います。‬
‭予選ラウンド終了後、各グループの2位は敗者復活戦を行い、ワイルドカードの1名‬
‭を選出します。‬
‭ファイナルラウンドは、各グループの1位に選ばれた4名と、ワイルドカード1名の‬
‭計5名で実施します。‬
‭競技は、調整時間・練習時間・競技時間・審査時間で構成され、これらの各時間と‬
‭オリエンテーションの開始時間に不在の場合は失格とします。‬

‭２．使用器具‬
‭以下の器具は弊社で準備いたします。‬
‭競技者は、以下のHARIO製ドリッパーの中から1つを選び、使用することが義務付‬
‭けられます。‬
‭希望者は、選択したドリッパーに加えてDrip Assistも使用可能です。‬
‭ファイナルラウンドで再度選びなおすことも可能です。‬

‭弊社準備備品‬
‭【ドリッパー】‬
‭・V60透過ドリッパークリア01/02　　　　　・V60透過ドリッパーセラミック01/02‬
‭・V60耐熱ガラス透過ドリッパー01/02　　　・V60メタルドリッパーブラック02‬
‭・浸漬式ドリッパースイッチ02（ガラス製）‬
‭・1回抽出ドリッパー MUGEN（樹脂製）‬
‭・V60ドリッパー SUIREN‬
‭・Drip Assist‬
‭　＊スイッチとMUGENを組み合わせて使用することも可能です。‬

‭【サーバー】‬
‭・V60 バリスタサーバー600　‬

‭【ペーパー】‬
‭・V60用ペーパーフィルター01/02ホワイト‬
‭・V60ペーパーフィルター・メテオ01/02（7月発売予定）‬



‭【スケール】‬
‭・V60ドリップスケール‬
‭・コーヒースケールポラリス ブラック‬

‭【ケトル】‬
‭・エレクトリックケトルライラ ブラック‬

‭【ハンドグラインダー】‬
‭・コーヒーグラインダー・PRO‬

‭＊練習時間・競技時間において、サーバー・スケール・ケトル・ハンドグライン‬
‭ダーは、競技者1名につき各1個ご用意いたします。‬

‭【その他備品】‬
‭・豆受け、ドリップトレイ、テイスティングカップ、ペーパータオル、ダスター、‬
‭廃液用容器、ゴミ箱　×1個ずつ‬
‭・ウォーターサーバー‬

‭持ち込み可能備品‬
‭ハンドグラインダーはHARIO製品に限り持ち込み可能とします。‬
‭また、コーム・スプーン・温度計のみ持ち込み可能とし、その他は持ち込み不可と‬
‭いたします。‬

‭３．競技ルール‬
‭【予選ラウンド】‬
‭調整時間：10分‬
‭調整時間中は、競技時使用するコーヒー豆でグラインダーの調整を行うことが可能‬
‭です。‬

‭練習時間：10分‬
‭練習時間中は、支給されたコーヒー豆を使用して抽出することが可能です。‬
‭ただし、練習時間内に、抽出に使用したドリッパーはご自身で洗浄をお願いいたし‬
‭ます。サーバーは練習終了時、スタッフで取り替えます。‬
‭また、練習時間中に抽出したコーヒーはすべて、指定の廃棄用容器に移さなければ‬
‭なりません。‬
‭練習時間に競技時間で使うための豆を挽くこと、豆をグラインダーに入れることは‬
‭できません。‬
‭練習時間には、競技時間のための準備として、リンス、コーヒー豆のピッキング、‬
‭豆の計量、エレクトリックケトルライラの湯量・湯温の調整が含まれます。‬
‭練習開始時には、800mL・90℃で保温された状態のエレクトリックケトルライラを‬
‭ご用意いたします。‬



‭競技時間：6分‬
‭練習時間10分経過もしくは競技者全員の準備が整った時点で、競技を開始します。‬
‭競技者は、競技時間内に250mL以上のコーヒーを抽出し、250mL以上のコーヒーが‬
‭入ったサーバーを指定された場所に提出して下さい。‬
‭サーバーを所定の位置に置いた時点で競技終了となります。‬
‭その後、速やかにスタッフが抽出量の確認を行います。‬
‭審査員は、競技時間の6分が経過後もしくはグループ全員の競技が終了した時点から‬
‭評価を開始します。‬
‭なお、競技終了が6分を超えた場合、または提出されたサーバーに規定量（250mL‬
‭以上）のコーヒーが入っていない場合、失格となります。‬

‭審査時間：5分‬
‭審査は3人の審査員によるブラインドテイスティング形式で行われます。‬
‭審査員は競技者が抽出している様子を見てはなりません。‬
‭審査員は目の前に用意されたカップを全てテイスティングします。‬
‭事前に審査員ごとに色が異なるボールを6個渡し、テイスティング後に評価の高い順‬
‭に2つのカップを選びます。‬
‭選出したカップに応じた筒の中に、1位=4個・2位=2個のボールを入れます。‬
‭ボール数が並んだ場合、高い順位を多く獲得したカップを提供した競技者が勝利と‬
‭なります。‬
‭ボール数および高い順位の獲得数が同数の場合は、ヘッドジャッジが1位に選んだ選‬
‭手が勝ち抜けとなります。‬

‭片付け時間：5分‬
‭スタッフによる片付け作業を実施いたします。‬
‭競技者が持参した器具は、各自忘れずに持ち帰っていただくようお願いいたしま‬
‭す。‬

‭【ワイルドカード】‬
‭調整時間・練習時間・競技時間は予選ラウンドと同様のルールで実施いたします。‬
‭審査時間：5分‬
‭基本ルールは予選ラウンドと同じですが、審査員が持つボールの個数のみ以下数量‬
‭に変更となります。‬
‭事前に審査員ごとに色が異なるボールを9個渡し、テイスティング後に評価の高い順‬
‭に3つのカップを選びます。‬
‭選出したカップに応じた筒の中に、1位=5個・2位=3個・3位=1個のボールを入れま‬
‭す。‬
‭ボール数が並んだ場合、高い順位を多く獲得したカップを提供した競技者が勝利と‬
‭なります。‬
‭ボール数および高い順位の獲得数が同数の場合は、ヘッドジャッジが1位に選んだ選‬
‭手が勝ち抜けとなります。‬



‭【ファイナルラウンド】‬
‭調整時間・練習時間・競技時間は予選ラウンドと同様のルールで実施いたします。‬
‭審査時間：5分‬
‭基本ルールは予選ラウンドと同じですが、審査員が持つボールの個数のみ以下数量‬
‭に変更となります。‬
‭事前に審査員ごとに色が異なるボールを6個渡し、テイスティング後に評価の高い順‬
‭に3つのカップを選びます。‬
‭選出したカップに応じた筒の中に、1位=3個・2位=2個・3位=1個のボールを入れま‬
‭す。‬
‭ボール数が並んだ場合、高い順位を多く獲得したカップを提供した競技者が勝利と‬
‭なります。‬
‭ボール数および高い順位の獲得数が同数の場合は、ヘッドジャッジが1位に選んだ選‬
‭手が勝ち抜けとなります。‬

‭【コーチング】‬
‭調整時間から競技終了まで競技者がコーチングやアシスタントを受けることは禁止‬
‭とします。‬
‭ただし、通訳をつけることは可能とします。‬

‭４．使用コーヒー‬
‭各競技者は、大会運営側から提供されるコーヒー豆を使用しなければなりません。‬
‭豆は当日の予選・ファイナルの練習時間前にそれぞれ150g支給いたします。‬
‭この150gの豆は、練習時間用・競技時間用の兼用となります。‬
‭予選ラウンドとファイナルラウンドは同じオリジンの豆を支給いたします。‬
‭※調整時間で使用した豆は、練習時間・競技時間では使用できません。‬

‭５．使用水‬
‭当日使用する水の情報は、下記URLよりご確認をお願いいたします。‬
‭（https://www.fujinoyusui.net/water/products/natural-water/）‬

‭６．スケジュール‬
‭V60 Brewers Cup 2025 Worldの出場者は、9/25(木) SCAJ2日目に弊社古河工場の見‬
‭学（工場見学のご参加は任意となります。）、9/27(土) SCAJ4日目にHARIOブース‬
‭にて抽出実演を行っていただきます。‬
‭時間は準備・片付けを含めて2時間とし、以下のスケジュールで実施いたします。‬

‭10:30～12:30‬
‭　・ブラジル大会代表‬
‭　・中国大会代表　‬



‭　・インドネシア大会代表　‬
‭　・マレーシア大会代表　‬

‭12:30～14:30‬
‭　・日本大会代表‬
‭　・サウジアラビア大会代表‬
‭　・台湾大会代表‬
‭　・イギリス大会代表‬

‭14:30～16:30‬
‭　・オーストラリア大会代表‬
‭　・カナダ大会代表‬
‭　・韓国大会代表‬
‭　・タイ大会代表　　　　　‬

‭4日目の抽出実演時は、コーヒー豆の持参も可能です。‬
‭持参されない場合は、弊社でコーヒー豆をご用意いたします。‬

‭７．賞金・商品‬
‭競技者へは以下賞金と賞品を贈呈いたします。‬
‭副賞は大会当日に発表いたします。‬

‭1位　20万円＋副賞‬
‭2位　10万円＋副賞‬
‭3位　5万円＋副賞‬
‭4～12位　副賞‬

‭８．ルールや運営‬
‭不備などある場合は、弊社の判断で決定し、対応させていただきます。‬


